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は　じ　め　に

　一時的一般均衡論は, Grandmontによって，最初，交換経済に貨幣を

導入し，貨幣をもつ交換経済として定式化された。　その後, Grandmont

［11,Ch 1］は，貨幣理論としての「貨幣をもつ交換経済」モデルの意義

が，新古典派貨幣理論の中心命題，

　命題1.古典派二分法は，短期で無効である

　命題2.貨幣数量説が，短期で有効であるため，再定式化されなければ

　　　　　ならない

　命題3.新古典派体系で，本質的な短期調整機構は，実質残高効果であ

　　　　　る

に対して，

　1.短期貨幣均衡の存在について整合的証明をしていない

　2.予想についてきわめて制約的仮定をしている

　3.期待インフレ率の潜在的短期変動を無視している

　4.異時間代替効果を無視している

という批判を整理した上で，「貨幣をもつ交換経済」モデルによって，貨

幣が正の価値を持つ，短期ワルラス均衡の存在は，新古典派経済学者が信

じたいものに反して，現実の経済において多少問題があることを示し，古
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典派二分法と貨幣数量説は，一定の貨幣ストックをもつ経済の定常状態に

適用されるとき，有効な命題であることを示した。

　しかし, Grandmontの貨幣は，交換経済における交換手段とその価値

の唯一の貯蔵手段として，定義され，貨幣の本質的価値はなく，それゆえ，

その貨幣は，消費者の直接効用で評価されない。本稿では，貯蔵できる財

である金を導入することにより，金貨本位制のもとで，消費者が，交換経

済における交換手段とその価値の唯一の貯蔵手段を直接効用で評価できる

場合，一時的一般均衡は，どう定式化されるのかを示す。

　マクロ経済モデルでの，金貨本位制下の経済均衡と比較静学による分析

は, Niehans［6, 7, 8, 9］によって示されている。本稿では, Niehans

モデルの金貨本位制の諸仮定をできるだけ取り入れ, Grandmontの「貨

幣をもつ交換経済」モデルに取り込むことをめざしている。期間は, 2期

間とし，金貨は, 2つの原則によって，供給される。「第1の原則は，通

貨のつくられる際の物質，重量および価値尺度で表わしたその価値を規定

する。」「第2の原則は，あらゆる人は必要な材料と製造費用を支払うかぎ

り｡造幣局からすきなだけ多くの通貨を入手できるし，また硬貨を溶解す

ることもできることである。これは，自由貨幣鋳造の原理である。」（［9]，

邦訳, 178ページ］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。。

　本稿において, Niehansモデルの，政府が，金の固定価格を決めると，

消費財価格は，消費財需要のみに依存し，貨幣需要は，貨幣用金と非貨幣

用金への貯蔵金の分割の決定のみに役立つということは，定式化できた。

また，貨幣需要に対してなんら同次性の公準がないことも明らかである。

ただし，「嗜好，技術，現金残高需要および成長率（ないし取替率，または

それらの両者）が与えられ. （諸）物価が十分伸縮的な世界のもとでは，金

価格を固定することは諸物価を安定化することを意味する。価格が均衡水

準から乖離すると，自動修正機構が作動を開始する［9,邦訳, 187ペー

ジ］」ことを示すことは，次の課題である。
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2.モデルの設定

　すべての消費者は，2期間の計画期間をもつ。期間1は，現在を，期間

2は，引き続く将来期間を表す。各期間では，消費者にとって利用可能で

あるが期間2までは貯蔵できない消費財が, I種類あるとする。　その他に，

財として，金かおり，次期に貯蔵可能である。消費者は，金を金製品とし

て消費することができる。各期において，消費者は，消費財として，金に

対して直接効用をもつ。

　他方，金は，貨幣として交換手段に用いられる。前節で述べたように，

金貨本位制の2つの原則にしたがって，貨幣が，通貨当局から供給される

ものとする。金貨本位制の第1原則から，通貨当局は，金固定価格加を

設定し，定められた金の純度のもとで，金Ig当たり加円として，貨幣

用金貨を通貨とする。　2期目の貨幣金固定価格は, Pg円/gが維持される

とする。金貨本位制の第2原則である，自由貨幣鋳造の原則から，消費者

は，市場開始前に，彼の貯蔵金を，造幣局に持ち込めば，コストなしに，

貨幣金に鋳造してくれるものとする。ここで，経済は，交換経済であるか

ら，経済全体の金総量は，固定される。

　市場が始まると，初期の貨幣金は，第1期の貨幣としてもちいられる。

消費金は，各消費者が貯蔵する金製品と取引でえる金貨を合わせた金市場

となる。消費者は，金市場において，今期，金製品として消費する一方，

第2期にもちいる貨幣金を合わせた貯蔵金を売買して，最適な第2期の金

製品と貨幣金を決定する。したがって，本稿の問題は，貯蔵できない消費

財市場Zと金市場の/+ 1市場における均衡の存在を示すことである。

　消費者は, 2期間の消費財の賦存量e=(e,，e2)eEi?享をもつ。　ここで，

が三尺乱(i＝l.2)であり，それぞれ確実に予見できるものとする。計画時

の期首に，消費者は負債をもっていないとする。
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　仮定2．1　　　g≫Oとする。

また，消費者は，市場が開かれる前，蓄積された金製品の初期賦存量Cgo≧

Oおよび造幣局で金貨に鋳造した貨幣金mco≧Oをもつ。

仮定2. 2 Cgo≧0, mco≧Oとする。

　2期間の消費流列を, x＝(xuX2)^?%とする。期間1において，市場

価格ベクトルは, P'＝(pu，po)^RヅバO}であり，ここで■ Piは，腐

敗する消費財の価格ベクトルであり. Pg＼は，金製品の価格ベクトルであ

る。市場価格ベクトルは，次のように正規化される。

　　　　　♪'e//'゛'＝φ'∈三尺ケlIΣPM十PG1 = 1}。

第2期の市場価格ベクトルは，次のように正規化される。

　　　　　　　　　　　　　　　1
♪2g=j/゛i＝φ2g=?仁i IΣ釦十pG2＝l}。

　　　　　　　　　　　　　　i-l

　　消費者の今期の消費行動と将来消費計画は，期間1において決定される。

　期間1で，消費者が市場で取引の決定をすることを行動と呼び, αi＝収i，

　恥）(er口と表わす。期間2の市場で取引の決定することを計画といい，

α2＝fc,恥i）∈≡7?口と表わす。

　　さて，消費者が，消費流列収l,恥u,X2,Xg2）を選択する際に，期間1の

消費行動の成果(.Xi. 恥＼）は，確実性下にあり，期間2の将来消費行動の

成果収1,恥2）は，不確実性下にあるとする。消費者の消費流列に対する

選好は, von Neumann-Morgensternの期待効用最大化の仮説をみたす。

　消費者の行動および成果の空間は，消費流列の空間C＝R賢一1）である。

各期間の消費の実現可能な成果の空間尺響で定義されるすべての確率分

布の集合を封(i?廿'）とする。直積空間μ^（尺伊）上において，消費者は。
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確率分布を選好するが，その選好は，全順序よにょって表わされる。そこ

で，次の仮定をおく。

　仮定2. 3　　　写像V:が'（R',リ）一Rが，任意のμ∈怒^（?廿1）に

対して, v（μ）＝χcudnμによって表わされる選好玉の表現であるような，

連続かつ有界なvon Neumann-Morgenstern効用関数u:　C→Rが存

在する。任意の効用関数u (ま,凹かつ厳密に単調である。

仮定2. 3のもとで，期間1では，確実性下，期間2では，不確実下にあ

るから，西村［9］によれば，写像Zﾉ（μ）は，次の形をもつ。

仮定2. 4 v（μ）=Ml十I廿丿2伽2°

　期間2の価格ベクトルに対する不確実性が，仮定される。 Grandmont

の予想関数は，外生的予想関数であり，非確率変数である現在価格p'に，

期間2の価格の確率分布を対応させている。期間2で実現可能な価格の空

間^'゛iで定義される,づすべての確率分布全体の集合を, M(/l'゛')とする。

このとき，消費者の予想市場価格の分布は，現在価格夕'に対して，次の

ように定義される。

　仮定2. 5　ダ　φ(/･)://'゛' >M(J'゛')。

ここで，予想関数φ(φ1)は，連続であるとする。すべてのが^J戸lに対

して，φ(1)｀)は,♪'≫Oとなるがの集合に確率1をつけるとする。

　さて，仮定2. 3および仮定2. 4における期間2の消費計画のどの成果

が実現するかという不確実性と，仮定2. 5における期間2のどの価格が

実現するかという不確実性は, Grandmontの変換関数を仮定することに
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よって対応づけられる。

　消費者は，行動a.を固定した，次の連続した線形写像7をもっとし，

関数γを変換関数という。

仮定2. 6 γ:ax ･α2（∠μ゛'XRや）→C。

ここで, flaU'゛'Xie．)は，期間2の価格に依存する可測関数(29 ：J゛'x

i?＋→茫十にを表わす。

西村[10]にしたっがって，仮定2. 6の変換関数によって, von

Neumann-Morgenstern効用関数が, u(γ(αi・α2))＝Wi(Xi,Xgi)十Ui(αt

(/)＼,妨))と表わせ，確率変数川こより，予想価格の空開から，成果の空

間で定義される確率分布を誘導できる。したがって，行動恥市場価格

がを所与とした条件付き期待効用関数は，次のように表わされる。

v(ai, p^)ニ“i(xi' ^Gl)十Iぴ1“2(“2(”゛2))dφ(Z'1)゜　　2. 1

この条件付効用関数川ま,市場価格♪'を所与として，任意の行動α＼，a.

に対して，成果の空間で定義された選好関係玉と次・関係があるとする。

　がを所与として，任意の行動a,, a{に対して，べαi,/>'）≧v(.a(,が）な

らば，そのときにかぎりcとする。

3.消費者の最適定式化

　消費者は，各期間の予算制約のもとで，期間1の行動a.と計画aiを決

定する。まず，各期の予算制約式とそ,れをみたす行動と計画の集合を定義

する。簡単化のために，政府は，市場取引開始前に，期間1および2にお
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いて，金固定価格加を1と決める。期間1では，行動αi＝収x，恥i）は，

価格ベクトルタ'と賦存量固，Xgh，otgo）を所与として, A,＝?回の部分

集合βi＝伝ie山I （飢，Po）・口u，恥i）≦(/）l，鋤l）・（ei, 恥o）十moo｝の

中から，選好関係によって選ばれる。　期間2では，計画α2＝亀，恥2，

moi）は，確率変数である価格ベクトルタ'と賦存量(62，恥）を所与とし

て, ^2＝^?ｹ'の部分集合β2＝伝2^A2 I（p2, 加i）・（X2，ズg2）≦φ2,鋤2）・

（fii,恥＼－肖。）十mci｝の中から，選好関係によって選ばれる。予算制約

を満たす集合β1>β2の性質は，次の通りである。証明は, Grandmont

［4］にあるように，通常の方法で示される。

定理3. 1 対応βI,β2は,凸値，コンパクト値かつ上半連続である。

　これらの集合から，行動と計画を選ぶ選好関係は，仮定2. 3, 2.4, 2. 5

のもとで，期待効用関数Vが2. 1式で定義された。　その性質は，次の通

りである。証明は, Grandmont［3］および西村［10］による。

定理3. 2 期待効用関数べXu,Xgu,♪^）は, 収i，Xgi）eβi0>），P

6Ez/’゛iに対して, （i）有界，連続，（ii）凹，厳密に単調である。

一般的に，消費者の最適化問題は，次のように設定される。

　価格ベクトルp'と賦存量（fiu，et），（Xaa,mco）を所与として，仮定2.3,

2.4, 2. 5 ,集合β1>β2のもとで，期待効用関数Vを最大にする行動収u

Xgi）および計画収2,恥i,mo）を決定する。

　しかし，この最適化問題は，直接，解を求めることはできない。それゆ

え，ダイナミック・プログラミングによる解法が提案される。期間は2期
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間であるか･ら, 2段階で解か求められる。

　第1段階は，期間1の価格♪'と行動a.を所与とし，期間2の予算制約

式の下で，効用関数を最大化することにより，期間2の計画αiを決定す

る問題を，ラグランジュ未定乗数法によって解く。そして，第1問題の解

a,＊を前節で定義した2. 3式に代入し，条件付き期待効用関数Vをえる。

この条件付き期待効用関数Vの性質を求め，第2段階の問題に進む。

問題3. 1 瓦＝l丿^＝仇,加)≫0, e2,恥iを所与として，

max　　　　　　　μ2　　　，
臨.I｡}

subject to: (/2，)Gl)・(^2，恥2)≦φ2，瓦2)・(e2，恥i－mci)十

かoio

解　ラグランジュ未定乗数法による。

　問題3. 1の解をαi＊(j)＼，e2，Xgu fnoi)＝収i＊,Xg2＊)とする。　これを,2

に代入する。 M2＊(α2＊(が，e2，%G＼,ma))となる。　これにより, 2期目の

効用は, 1期目のXgi , mniの間接効用となる。貨幣金は，これからのみ

計算されるが, 2期目の貯蔵金製品の間接効用は，貨幣金との代替を生じ

る。これは, 2期目の価格変動で，金製品価格と固定金価格との比によっ

て代替が生じるためである。

次に，期間1のXi,恥i，moiを決定する。

問題3. 2

max

{エu，Xgi，mci)

pG=l♪'＝(pU♪Gl)≫0, e,,Xna, mcaを所与として，

痢＋ U2＊(a2＊(p＼,召2，xo＼，mGi))dφ，
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subject to: φi, Po)・(Xi，Xgi)≦/)i，Pg)・(ei, 恥o)十四Go。

解　ラグランジュ未定乗数法による。

結局, 丿痢＊即において，次期の貨幣金田。が決定される。もし，金先物

市場が存在するならば, ﾁﾞ≪.vφにおいて，先物契約が決定されるであろ

う。

4。市場均衡

　前節では，価格1)｀に対する消費者の最適行動の集合を決定した。ここ

では，任意の価格に対して，各消費者の需要対応を定義し，需要対応の性

質を示す。さらに，すべての消費者の超過需要対応を定義し，市場均衡の

存在を示す。

　価格体系の集合を次のように定義する。

　　　　S＝卵eEz/'゛' p'≫0}。

Sは，開凸集合である。需要対応どφ1)を次のように定義する。

ぎ(/>')＝{fc，:cc,)∈β1I べXi，Xgi, />')≧収肩,榴uP')for all (肩,

　　　稲)∈β1}。

　定理4. 1　　(i)ぎ(/')は，s上で凸かつコンパクト値かつ上半連続

である。(ii)すべての戸≡別こ対して, p'・ぎ)＝p'・(e:，Xgo)十四o。

　以上で，個別需要対応どの性質を示しだので，市場均衡の存在定理を示

すことにする。まず，すべての消費者は, /人とするa=i,…. /）。卵肖
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費者の価格ベクトルの集合を'Sとする。個別需要対応がよく定義できる，

すべての消費者の価格ベクトルの集合をp=∩仁1 ‘Sとする。　各雷は，

開凸集合であるから, pもそうである。総超過需要対応をぐ：P→茫+'

と表わし。

　　　　ぐ(夕')＝Σ■■f(p')－Σ('e,,‰o,‰go)。

と定義する。

　均衡は，すべての八こ対して, ･2*e'fφ＊)かつΣ'z＊＝Σ(e,,‰o)

となる(/)＊,'z＊，…,与＊)6Ezf/゛'Xi?(゛'Wである。

　この経済が均衡するための総超過需要対応ぐがみたすべき必要条件は，

次のように表わされる。

（i）rは, p上で凸かつコンパクト値かつ上半連続である。

（2）狭義のWalras法則：

　　　すべてのめ三Pに対して, 夕'・ぐφ'）＝0。

（3）境界条件:

　　　♪1゛→p＼かつ♪'e∂？となる任意の点列（)゛}⊂Pと任意の点

　　　列但'*}⊂ぐφ'゛）を考える。このとき，無限に多くの利こ対し

　　　て，夕'・戸＞Oであるような)'^pがある。

次の定理をえる。

定理4. 2 各消費者が，仮定2. 1から2. 6をみたすとき，均衡価

格体系戸が存在する。
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